
 

 

 

 

 

 

お子さんの読書量は多い？少ない？ ～ ５月の全校朝会で「晴耕雨読」の話をしました ～ 
本県では、年に１回『学校図書館及び読書に関する調査』が行われています。毎年５月の終わりに、

①「５月の１か月間の読書冊数（家の本も含む）」と②「前年度１年間の学校図書館での本の貸出冊数」

等を県に報告することになっています。最近の県の平均と、本校の平均を比べてみました。 

①令和３年５月の１か月間の読書冊数（家の本も含む）【県平均】 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全学年 

Ｒ３県平均（冊） ２０．７ ２４．０ １９．８ １７．３ １４．６ １２．７ ◆１８．１ 

◆ 草川小の平均（全学年）・・・１４．９冊 

→ １か月間の読書量が、県平均と比較すると一人当たり約３冊少ないことになります。 
 

②令和２年度１年間の学校図書館（図書室）での本の貸出冊数【県平均】 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全学年 

Ｒ２県平均（冊） ９８．７ ９６．７ ７３．３ ７２．４ ５７．７ ５１．５ ◆７５．１ 

◆ 令和２年度の草川小の平均（全学年）・・・４６．０冊 

◆ 令和３年度の草川小の平均（全学年）・・・５８．４冊 

→ 県平均を下回る結果が続いていますが、令和３年度（昨年度）は、６年 

生の貸出が多く、令和２年度比で＋１２．４冊と大きく伸びてきています。 

→ 家で買った本や学年・学級文庫の本は含まれていないため、一人当たり 

の年間の読書冊数（平均）はさらに多い数になると思います。  

我が子は本をたくさん読んでいる方なのか、学年の発達段階に見合った量を読んでいるのか、判断す

る一つの材料として、上のデータを参考にしていただければと思います。 

本校では、今年度も子どもたちの読書活動を推進するために、主に以下のことに取り組みます。 

 

 

 

 
 

名札の着用方法を変更  ～ 名札は学校のみでの着用とします ～ 

毎朝、子どもを学校へ見送る際に、ほとんどの家庭で聞かれていた「“ナ（名札）・ボ（帽

子）・ハ（ハンカチ）・チ（ちり紙）”はちゃんと持った？」という合い言葉が、今年度から少

し様変わりしました。名札を、学校に置いて帰るように変更したからです。その一番の理由

は、登下校中の防犯（不審者）対策です。良きにつけ悪しきにつけ、地域の方々に子どもたちの名前を

覚えてもらうには、名札があった方がいいとは思うのですが、そのメリット以上に名札を悪用した犯

罪から子どもたちの命を守ることを最優先に考えました。 

４月からは、校内だけでの着用にしています。下校時に、全員名札を外して教室内の専用ケースに入

れて帰り、朝登校したら付けるようにしています。１か月経ってようやく習慣化してきたところです。 

閲覧数目標１０,０００アクセス／月 ～ 草川小学校ホームページの更新に努めます ～ 
現在、校内での子どもたちの活躍や成長の様子を広く知ってもらうために、学校ホーム

ページの更新を、週１回以上を目標に行っています。５月からは、さらに更新の頻度を上

げ、各種お知らせや行事予定等も充実させて行く予定ですので、ぜひ定期的にチェック

してみてください。     【右のQRコードより草川小 HPのダウンロードをお願いします→→】   

令和４年度 第２号（令和４年５月１３日発行） 

R４教育目標 ： 夢に向かって 自ら学び 心豊かな たくましい 草小っ子 

門川町立草川小学校 

校 長 室 便 り 

○ 朝読の時間・・・毎朝７：４５～８：００       ○ 親子読書・・・年間３回（６・１１・２月） 

○ 読書の日・・・・毎週末の課題「家庭読書」      ○ 選書会・・・・購入してほしい本を児童が投票（５月） 

○ 家読の日・・・・年間５回（門川中のテスト期間に合わせて実施）【別名：メディアコントロールデー】 

○ 町立図書館からのクラス貸出・・・随時        ○ 読み聞かせ・・読み聞かせボランティアグループの活用 

○「門川の子どもたちに読ませたい図書 100冊Ⅰ･Ⅱ」推奨 ○ 読書貯金と表彰・・・多読賞とベストリーダー賞 

 

4/23～5/12は第 64回 

「こどもの読書週間」 

でした！ 

標語「ひとみキラキラ  

本にドキドキ」 


